
11
月
30
日
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
21
年
度
に
開
催
し
た
第
1
回
以
来
、
順
調
に
参
加
者

数
を
伸
ば
し
て
い
る
。
今
年
度
は
学
生
団
体
の
参
加
が
増

加
し
た
ほ
か
、
院
友
会
各
支
部
の
協
力
が
あ
り
、
例
年
よ

り
多
く
の
物
産
展
が
並
ん
だ
。
今
回
は
、
久
し
ぶ
り
に
若

木
育
成
会
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
同
日
に
開
催
し
、学
生
、

卒
業
生
、
御
父
母
が
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
、
横
浜
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
う
機
会
と
な
っ
た
▼
と
こ
ろ
で
、

我
が
国
で
は
年
越
し
の
風
習
と
し
て
、
一
家
団だ

ん

欒ら
ん

で
年
越

し
蕎
麦
を
食
べ
、
一
年
の
厄
落
と
し
を
し
よ
う
と
い
う
風

習
が
あ
る
。
海
外
で
も
年
越
し
に
纏ま

つ

わ
る
様
々
な
風
習
は

あ
る
が
、
一
家
団
欒
で
年
越
し
蕎
麦
を
食
べ
る
と
い
う
そ

れ
は
、
日
本
独
特
の
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
▼
「
団
欒
」
と

い
う
言
葉
は
、
中
国
の
南
宋
時
代
に
由
来
し
、
今
か
ら
９

０
０
年
ほ
ど
前
の
漢
詩
に
登
場
し
た
の
が
初
め
て
で
あ
る

と
さ
れ
る
。「
団
」
は
「
ま
る
い
」「
ひ
と
か
た
ま
り
に
集

ま
る
（
集
団
）」、「
欒
」
は
訓
読
み
で
は
「
お
う
ち
」「
ま

る
い
」
と
な
っ
て
お
り
、
球
形
で
堅
い
実
が
全
体
に
ま
と

わ
り
つ
く
よ
う
に
無
数
に
生
え
る
「
ム
ク
ロ
ジ
科
の
木
の

名（
種
子
は
数
珠
に
使
用
さ
れ
る
）」を
示
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
「
団
欒
」
と
は
「
人
々
が
集
ま
っ
て
、
楽
し
く

語
り
合
う
こ
と
」（
難
読
語
辞
典
）と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
学
生
、
卒
業
生
、
御
父
母
が
一
堂

に
会
し
て
語
り
合
う
機
会
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
大
学
に
お
け
る
「
団
欒
」
の
機
会

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
▼
こ
の
渋
谷　
こ
の
横
浜
に
て　

学
び
ゆ
く　
集
う
成
果
が　
未
来
を
創
る
／
本
学
で
学
ん

だ
個
々
の
成
果
は
、
い
ず
れ
一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
照
ら

し
、
ひ
い
て
は
本
学
の
未
来
を
輝
く
も
の
に
す
る
は
ず
で

あ
る
。
課
外
活
動
の
成
果
も
ま
た
然
り
。

今
年
の
ご
愛
読
に
感
謝
し
て
、
新
年
の
ご
多
幸
を
祈
念

し
つ
つ
。

は
る
か
す
も
の

み

心理学
と の

�教育開発推進機構・内村慶士助教

研

聞
に

く

者究

臨
床
心
理
学
の
専
門
家
に

相
談
す
る
と
い
う
と
、
ま
る

で
一
大
事
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
抱
い
て
し
ま
っ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
内
村
慶
士
・

教
育
開
発
推
進
機
構
助
教
が

体
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

は
、
も
っ
と
気
軽
に
、
そ
し

て
フ
ラ
ン
ク
に
相
談
し
に
い

け
る
相
手
と
し
て
の
、
臨
床

心
理
学
の
実
践
者
だ
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
ま

ず
、
現
在
地
点
に
至
る
歩
み

に
つ
い
て
聞
い
た
。
私
た
ち

の
日
々
に
寄
り
添
う
姿
勢
は

ど
の
よ
う
に
培
わ
れ
、
同
時

に
専
門
的
な
知
に
裏
打
ち
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
1
0
2
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
以
下
、
箱
根
駅
伝
）
が
、
令
和
8
年

１
月
２
、
３
日
に
開
催
さ
れ
る
。
国
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
は
今
年
10
月
の
出
雲
駅
伝
で

大
会
2
連
覇
を
達
成
し
、
11
月
の
全
日
本
大
学
駅
伝
で
は
４
位
と
な
っ
た
。
箱
根
駅
伝
で

は
前
回
大
会
で
総
合
3
位
と
、
7
年
連
続
で
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
て
い
る
。
10
年
連
続
19

回
目
の
出
場
と
な
る
今
大
会
で
は
、
同
部
は
「
は
ば
ち
か
す
〜
想
い
の
継
承
、
そ
し
て
革

新
へ
〜
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、総
合
優
勝
を
目
指
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、

前
回
届
か
な
か
っ
た
箱
根
駅
伝
総
合
優
勝
へ
の
思
い
を
継
承
し
、
主
将
の
上
原
琉
翔
選
手

（
健
体
4
）が
率
い
る
チ
ー
ム
で
革
新
を
遂
げ
て
国
学
院
大
学
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
い
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

11
月
16
日
に
行
わ
れ
た
上
尾
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
青
木
瑠
郁
選
手
（
健
体

4
）
が
1
時
間
45
秒
の
大
会
記
録
で
優
勝
し
、
野
田
顕
臣
選
手
（
健
体
1
）
が
U
20
日
本

陸上競技部 箱根駅伝壮行会
“はばちかす〜想いの継承、そして革新へ〜”

を掲げ初の総合優勝を目指す

K:

D
N
A
Ⅰ
面
に
関
連
記
事

記
録
で
6
位
に
入
賞
し
た
ほ
か
、
22
日
の
八
王
子
ロ

ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で
は
野
中
恒
亨
選
手（
健
体
3
）

が
1
万
メ
ー
ト
ル
日
本
人
学
生
歴
代
6
位
の
記
録
で

走
り
、
本
学
最
速
記
録
を
更
新
。
箱
根
駅
伝
に
向
け

チ
ー
ム
は
勢
い
に
乗
る
。

12
月
12
日
に
は
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
壮
行
会
が
行

わ
れ
、
針
本
正
行
学
長
か
ら
上
原
主
将
に
激
励
と
と

も
に
た
す
き
が
手
渡
さ
れ
た
。前
田
康
弘
監
督
が「
今

年
の
チ
ー
ム
は
、
上
級
生
を
中
心
に
非
常
に
愛
と
信

頼
感
の
あ
る
チ
ー
ム
。
当
日
ま
で
全
身
全
霊
で
準
備

を
し
た
い
」、
上
原
主
将
が
「『
は
ば
ち
か
す
』
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
総
合
優
勝
を
目
標
に
し
て
1
年

間
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
堂
々
と
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
ち
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

実践 対話

5
面
に
続
く

全
国
各
地
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

大
分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
や
青
森
県
東
方
沖
地
震
に
伴
う
災
害
の
ほ
か
、
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
学
生
や
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
被
災
地
の
皆
さ
ま
の

生
活
が
一
日
も
早
く
平
常
に
復
す
る
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

令
和
7
年
12
月
20
日　
国
学
院
大
学

［発行］国学院大学　［編集］総合企画部広報課　〒150-8440 東京都渋谷区東四丁目10-28　［電話］03（5466）0130　［FAX］03(5466)0528
定期号（毎月20日発行）　1部20円

祭　儀 ■ 大祓　12月24日（水）　午後4時　神殿　　■ 歳旦祭　1月１日（木・祝）　午前11時　神殿

主な内容

K：DNA最終面から

２面／第6回観光まちづくりフォーラム 次世代につなぐ観光まちづくりを議論　３面／令和8年度 学年暦が決定
４面／ホームカミングデー＆若木育成会キャンパス見学会を開催　５面／研究者に聞く　6・7面／高校生コンテスト入賞作品決定

Ⅰ面／陸上競技部 箱根駅伝 エントリー選手発表

「
雪
ま
つ
り
」

令和7年12月20日㈯
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International Coffee Hour
(神道DAY)を開催

国際交流課が主催するInternational Coffee 
Hourが11月14日、渋谷キャンパス2号館の祭式
教室で開催され、K-STEP交換留学生や学部生ら
30人以上が参加した＝写真。

今回は「神道DAY」と称して、神楽舞サークル
みすゞ会と禮法研究會の協力を得て行った。参加
者らは、禮法研究會の学生から玉串拝礼の作法を
習い、みすゞ会の学生と一緒に神にささげる舞の
所作を練習した。初めは慣れない所作に戸惑う様
子も見られたが、丁寧な指導を受けながら練習し、
最後は互いの上達した姿をたたえ合う光景が見ら
れた。

第8回オール国学院
親睦ソフトボール大会を開催

第8回オール国学院親睦ソフトボール大会が11
月16日、たまプラーザキャンパスで開催された。
快晴の下、学校法人国学院大学の設置校および学
校法人国学院大学栃木学園の役教職員からなる7
チームが参加し、熱戦を繰り広げた。

開会式では、佐栁正三理事長によるあいさつと
始球式の後、試合を開始した。参加者たちは親交
を深めながら合計10試合を戦い抜き、法人チーム

（学校法人国学院大学役教職員他で構成）が優勝を
飾った＝写真。

石井研士名誉教授が
令和7年度文化庁長官表彰を受賞

文化庁による令和7年度文化庁長官表彰の表彰
者が12月10日に発表され、石井研士名誉教授が令
和7年度文化庁長官表彰を受けた。

この表彰は、文化活動に優れた成果を示し、日本文
化の振興に貢献した団体・個人、または、日本文化の
海外発信、国際文化交流に貢献した団体・個人に対
し、その功績をたたえるため文化庁が実施している。

石井名誉教授は、宗教学、宗教社会学が専門。
日本宗教連盟の学識理事として宗教文化振興のた
めの事業活動に携わる他、宗教法人や宗教者が行
ってきた社会貢献活動について学識者として社会
に発信することに尽力したことや、宗教法人審議
会委員を5期務め、最終期には会長として宗教界
をめぐる諸問題に関わり、長きにわたって宗務行
政に貢献をしている点が評価され、今回の表彰と
なった。

表彰式は12月17日に京都市内の会場で行われた。

嵐山光三郎・元客員教授　逝去
国学院大学元客員教授の嵐山光三郎氏が11月

14日に逝去。83歳。葬儀は近親者のみで執り行わ
れた。

嵐山氏は昭和17年生まれ。40年国学院大学文学
部文学科卒業。雑誌編集者を経て作家として活躍し
た。平成20年度から令和6年度まで国学院大学客員
教授。主な著書に『素人庖丁記』（講談社、1987年）、

『文人悪食』（マガジンハウス、1997年）、泉鏡花文学
賞および読売文学賞を受賞した『悪党芭蕉』（新潮
社、2006年）。

教職員人事
【採用】
◆大学事務局◇専任▷久保田涼介（学術メディア
センター事務部図書館事務課書記）
� （令和7年12月1日付）

国
学
院
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の
特
別
講

座
「
渋
谷
学
」
が
10
月
15
日
か

ら
11
月
12
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
。
本
特
別
講
座
は
、
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
創
立
１
２
０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
動
し

た
、
学
部
学
科
横
断
型
の
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
渋
谷
学
」

の
研
究
成
果
を
一
般
に
ひ
ら
く

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て

い
る
。
今
年
度
は
「
戦
前
・
戦

後
の
渋
谷
の
政
治
・
行
政
と
経

済
」
を
テ
ー
マ
に
全
4
回
の
講

座
が
行
わ
れ
た
。

11
月
12
日
の
最
終
回
で
は
橋

元
秀
一
・
名
誉
教
授
が
「
現
代

渋
谷
の
経
済
」
と
題
し
て
講
演

＝
写
真
。
橋
元
名
誉
教
授
は
ま

ず
、
渋
谷
が
都
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
変
化
を
遂
げ
て
き
た
か

を
概
説
し
た
。
1
9
7
0
年
代

か
ら
80
年
代
に
か
け
て
、
渋
谷

は
若
者
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音

楽
、
演
劇
な
ど
多
様
な
文
化
を

創
造
し
、
そ
れ
ら
を
全
国
へ
発

信
す
る
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
が
、
90
年
代
以

降
は
渋
谷
の
機
能
が
文
化
創
造

の
場
か
ら
大
量
の
宣
伝
で
消
費

を
促
す
舞
台
へ
と
変
質
し
た
こ

と
を
指
摘
。
ま
た
、
チ
ェ
ー
ン

店
の
増
加
に
よ
っ
て
個
人
商
店

が
激
減
し
た
結
果
、「
渋
谷
ら
し

さ
」
が
希
薄
化
し
た
状
況
に
つ

い
て
も
言
及
し
た
。
さ
ら
に
、

デ
パ
ー
ト
や
大
手
企
業
が
購
買

力
の
高
い
30
～
40
代
を
主
要
顧

客
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
渋
谷
が
若
者
中
心
の
街
か

ら
大
人
の
街
へ
と
転
換
し
た
と

述
べ
た
。

最
後
に
橋
元
名
誉
教
授
は
、

再
開
発
が
進
む
渋
谷
に
お
い

て
、
商
業
地
と
し
て
独
自
性
を

維
持
で
き
る
か
が
今
後
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

か
つ
て
若
者
文
化
を
生
み
出
し

て
き
た
よ
う
な
創
造
の
場
を
再

び
形
成
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

渋
谷
の
未
来
を
左
右
す
る
と
の

見
解
を
示
し
、
講
座
を
締
め
く

く
っ
た
。

第
6
回
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
～
持
続
可
能
な
地
域
の

実
現
に
向
け
て
～
」が
11
月
5
日
、

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル

で
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
さ
れ

た
。こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
る
関
係
者
ら
を

招
き
、
民
間
と
行
政
の
協
業
に
よ

る
取
り
組
み
に
焦
点
を
当
て
、
持

続
可
能
な
地
域
の
実
現
に
観
光
が

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
、
議
論
を

深
め
る
場
と
し
て
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
学
部
の
主
催
に
よ
り
毎
年
実

施
し
て
い
る
。

第
1
部
で
は
、
針
本
正
行
学
長

の
あ
い
さ
つ
を
西
村
幸
夫
・
同
学

部
長
（
教
授
）
が
代
読
。
同
学
部

で
は
全
国
の
地
域
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、
教
員
や
学
生
が
地

域
を
直
接
訪
問
し
て
「
地
域
を
み

つ
め
る
」
こ
と
を
実
践
し
て
い
る

と
述
べ
、
支
援
に
つ
い
て
の
感
謝

の
意
を
表
し
た
。
来
賓
の
桑
野
和

泉
・
日
本
旅
館
協
会
会
長
は
「
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
学
問
が
地
域
社

会
の
指
針
に
な
る
こ
と
を
願
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
西
村
学
部

長
が
、
学
部
創
設
か
ら
完
成
年
度

を
迎
え
る
ま
で
の
歩
み
や
学
部
の

概
要
を
説
明
し
た
。

第
2
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
観
光
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
建

築
家
の
市
原
正
人
氏
、
N
P
O
法

人
鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上

野
滝
人
氏
、
N
P
O
法
人
鞆
ま
ち

づ
く
り
工
房
代
表
理
事
の
松
居
秀

子
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の

取
り
組
み
事
例
を
発
表
し
た
。
後

半
は
、
西
村
学
部
長
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
3

人
と
同
学
部
生
2
人
も
登
壇
し
、

議
論
を
深
め
た
＝
写
真
。
6
人
の

登
壇
者
は
、
活
動
を
通
し
て
感
じ

た
課
題
や
、
地
域
と
の
関
わ
り
の

中
で
大
切
に
し
て
い
る
理
念
を
述

べ
た
。
学
生
も
積
極
的
に
議
論
に

加
わ
り
、
意
見
を
交
換
し
た
。

国
学
院
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
主
催
の
令
和
７
年
度
文
化

講
演
会
が
11
月
15
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
の
講
演
会
は
「
こ
と
ば
の

灯
を
つ
な
ぐ
︱
古
典
文
学
か
ら
紐
解

く
昔
と
今
」
と
題
し
、
文
芸
評
論
家

で
作
家
の
三
宅
香
帆
氏
と
、
本
学
文

学
部
卒
業
生
（
院
友
）
で
あ
り
、
タ

レ
ン
ト
で
作
家
の
宮
田
愛
萌
氏
（
令

3
卒
・
1
2
9
期
日
文
）
が
、
現
代

に
お
い
て
も
色
あ
せ
な
い
古
典
文
学

の
魅
力
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
＝
写

真
。両

名
は
古
典
文
学
の
楽
し
み
方
や

読
む
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
話
を
弾

ま
せ
、
三
宅
氏
が
「
古
典
文
学
で
描

か
れ
る
登
場
人
物
の
暮
ら
し
や
心
情

は
、
現
代
を
生
き
る
自
分
た
ち
に
通

じ
る
部
分
も
多
く
あ
り
、
そ
こ
に
面

白
さ
を
感
じ
る
」
と
古
典
文
学
の
魅

力
を
語
っ
た
。
続
い
て
、
自
身
の
執

筆
活
動
に
つ
い
て
の
話
題
で
は
、
宮

田
氏
が
「
特
に
セ
リ
フ
と
な
る
部
分

で
は
、
同
じ
動
詞
で
も
場
面
に
よ
っ

て
ひ
ら
が
な
や
漢
字
を
使
い
分
け
て

表
記
を
あ
え
て
統
一
し
な
い
こ
と
を

意
識
し
、
登
場
人
物
の
感
情
が
伝
わ

る
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
、
こ
だ
わ

り
を
明
か
し
た
。

終
盤
に
は
質
問
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
両
名
が
参
加
者
か
ら
事
前
に

寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
回
答
し
た
。「
も

し
教
員
と
し
て
古
典
を
教
え
る
立
場

で
あ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
教
え
方

を
す
る
か
」
と
い
う
質
問
に
は
、
三

宅
氏
が
「
教
科
書
に
の
っ
て
い
る
内

容
だ
け
で
な
く
、
余
談
の
部
分
も
伝

え
る
こ
と
で
面
白
さ
を
よ
り
感
じ
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。ま
ず
は
、

漫
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
を
入
り
口
と
し

て
古
典
に
触
れ
て
み
る
と
楽
し
め
る

よ
う
に
な
る
と
思
う
」と
回
答
し
た
。

ま
た
、
古
典
を
読
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
問
わ
れ
た
宮
田
氏
は
「
和

歌
な
ど
は
自
分
で
訳
し
て
み
る
と
新

し
い
解
釈
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

自
ら
ひ
も
解
い
て
い
く
面
白
さ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
た
。
会
場
の
参
加
者
ら
は
熱

心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
講
演
に
耳

を
傾
け
、
古
典
文
学
へ
の
関
心
を
深

め
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

次世代につなぐ観光まちづくりを議論

古典文学から紐解く、
� 現代の「ことば」の可能性

渋谷の変遷と未来を語る

文化講演会

特別講座「渋谷学」第4回

第6回観光まちづくりフォーラム
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法
学
会

�

講
演
会
を
開
催

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
２
年
次
必
修
科
目
「
観
光
ま
ち
づ
く
り

演
習
Ⅱ
（
地
域
分
析
）」
の
一
環
で
、同
学
部
の
学
生
約
3
０
0
人

が
神
奈
川
県
鎌
倉
市
内
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
現
地
調
査
）
を

実
施
し
た
。

こ
の
演
習
は
2
年
次
か
ら
3
年
次
に
か
け
て
段
階
的
に
専
門
性

を
高
め
る
演
習
科
目
群
の
中
核
と
な
る
科
目
で
、
学
生
た
ち
が
お

よ
そ
50
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
文
献
調
査
や
統
計
デ
ー
タ
分
析

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
例
年
同
市
を
対
象
に
地
域
の
分
析
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

学
生
た
ち
は
11
月
8
、
9
日
を
中
心
に
、
現
地
調
査
に
臨
ん
だ

＝
写
真
。
9
日
に
は
29
チ
ー
ム
が
同
市
を
訪
問
し
、「
観
光
行
動
」

「
ご
み
問
題
」「
観
光
と
防
災
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
調
査
を
行
っ
た
。

学
生
か
ら
は
「
テ
ー
マ
に
対
し
て
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
」「
意
外
な
発
見
や
気
づ
き
が
あ
っ
た
」と
い
っ
た
手

応
え
を
感
じ
る
一
方
、「
計
画
し
て
い
た
調
査
手
法
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
」「
チ

ー
ム
で
意
見
が

ま
と
ま
ら
ず
苦

戦
し
た
」
と
現

地
調
査
の
難
し

さ
も
体
感
し
た
。

今
回
の
活
動

以
降
も
学
生
た

ち
は
引
き
続
き

調
査
を
進
め
、

来
年
初
め
に
は

選
抜
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
が
最
終

授
業
で
行
わ
れ

る
合
同
発
表
会

で
成
果
を
発

表
・
共
有
す
る

予
定
で
あ
る
。

鎌倉市を見つめるフィールドワーク
体育連合会が献血功労者厚生
労働大臣表彰を受賞

令和7年度の献血功労者への厚生労働大臣表
彰・感謝状伝達式および東京都知事感謝状贈呈式
が11月28日に東京都庁第一本庁舎で行われ、国学
院大学体育連合会に感謝状などが授与された。
この表彰は献血運動の推進に積極的に協力し、
他の模範となる実績を示した個人および団体に贈
られるもので、同会は昭和37（1962）年より継
続的に協力してきたことから、今回の表彰となっ
た。
受賞者代表として登壇した同会会長の松沢夏

る

月
な

さん（日文4）＝写真右＝は「私たち若い世代が
主体となり、献血の輪をさらに広げていくことが
社会を支える力になると信じて今後も活動を継続
していきたい」と語った。

学部学年暦
4月1日㈬～9日㈭ オリエンテーション、履修ガイダンス等
4月2日㈭ 入学式
4月10日㈮ 前期授業開始
4月29日（水・祝） 祝日授業日（昭和の日）
5月1日㈮ 神殿鎮座記念祭〈休講〉
5月2日㈯ 校内整備〈休講〉
7月20日（月・祝） 祝日授業日（海の日）
7月23日㈭ 前期授業終了（保育士課程以外の科目）
7月24日㈮～30日㈭ 前期試験　※保育士課程の科目は授業を実施
8月4日㈫〜6日㈭ 追試験　 ※6日は予備日
8月7日㈮～9月18日㈮ 夏季休暇
9月1日㈫～4日㈮ サマーセッション①
9月8日㈫～11日㈮ サマーセッション②
9月19日㈯ 後期授業開始
9月21日（月・祝） 祝日授業日（敬老の日）
10月12日（月・祝） 祝日授業日（スポーツの日）
10月31日㈯ 校内整備〈休講〉
11月1日㈰ 国学院大学創立記念祭〈休講〉
11月4日㈬ 国学院大学創立記念日〈休講〉
11月23日（月・祝） 祝日授業日（勤労感謝の日）
12月23日㈬ 年内授業終了
12月24日㈭～令和9年1月6日㈬ 冬季休暇
1月7日㈭ 授業再開
1月16日㈯ 大学入学共通テスト〈休講〉
1月20日㈬ 後期授業終了（保育士課程以外の科目）
1月22日㈮～28日㈭ 学年試験　※保育士課程の科目は授業を実施
2月5日㈮～8日㈪ 追試験　 ※8日は予備日
3月21日㈰ 卒業式
3月23日㈫～26日㈮ スプリングセッション
全日補講日…5月7日㈭、10月30日㈮、11月5日㈭、1月21日㈭

大学院学年暦
4月1日㈬ 入学式
4月1日㈬～9日㈭ 履修指導・オリエンテーション
4月10日㈮ 前期授業開始
4月29日（水・祝） 祝日授業日（昭和の日）
5月1日㈮ 神殿鎮座記念祭〈休講〉
5月2日㈯ 校内整備〈休講〉
6月1日㈪ 「修士学位申請論文題目届」提出締切（正午）
7月20日（月・祝） 祝日授業日（海の日）
7月23日㈭ 前期授業終了
7月24日㈮～28日㈫ 前期集中講義①
7月29日㈬～8月1日㈯ 前期集中講義②
8月2日㈰～9月18日㈮ 夏季休暇
9月16日㈬ 博士前期課程9月修了最終試験
9月19日㈯ 後期授業開始
9月21日（月・祝） 祝日授業日（敬老の日）
9月30日㈬ 博士前期課程9月修了学位記授与式
10月12日（月・祝） 祝日授業日（スポーツの日）
10月31日㈯ 校内整備〈休講〉
11月1日㈰ 国学院大学創立記念祭〈休講〉
11月4日㈬ 国学院大学創立記念日〈休講〉
11月23日（月・祝） 祝日授業日（勤労感謝の日）
12月23日㈬ 年内授業終了
12月24日㈭～9年1月6日㈬ 冬季休暇
1月7日㈭ 授業再開
1月16日㈯ 大学入学共通テスト〈休講〉
1月20日㈬ 後期授業終了
1月21日㈭～25日㈪ 後期集中講義①
1月26日㈫～29日㈮ 後期集中講義②
2月16日㈫ 【文学研究科】最終試験
2月19日㈮ 【法学・経済学研究科】最終試験
3月20日㈯ 学位記授与式
全日補講日…5月7日㈭、10月30日㈮、11月5日㈭

令和8年度 学年暦が決定 令和8年度の学部・大学院の学年暦が決定した。
詳細は別表のとおり（入試関連業務を除く）。

観光まちづくり学部

今
年
度
の
第
3
回
と
第
4
回
の
法
学
会
講
演

会
が
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
3
回
で
は
、
講

師
に
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
の
高
江
啓
史
町

⾧
＝
写
真
＝
を
招
き
、「
人
と
人
の
〝
縁
〟
が
つ

な
ぐ
未
来
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
講
演

の
前
半
で
は
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
キ

ャ
リ
ア
に
お
け
る
「
縁
」
の
意
義
を
、
後
半
で

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
「
共
創
自
治
」
の

理
念
と
、
住
民
や
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
が
参

画
す
る
仕
組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

最
後
に
参
加
し
た
学
生
ら
に
向
け
て「『
縁
』

を
大
切
に
し
て
、
巡
り
あ
わ
せ
を
受
け
入
れ
な

が
ら
歩
む
人
生
も
ま
た
尊
い
。
そ
こ
に
こ
そ
、

人
の
道
の
調
和
が
あ
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

っ
た
。

第
4
回
は
12
月
4
日
に
行
わ
れ
、
弁
護
士
の

宮
田
直
紀
氏
（
あ
み
た
綜
合
法
律
事
務
所
）
と

平
野
可
菜
氏
（
弁
護
士
法
人
丸
の
内
ソ
レ
イ
ユ

法
律
事
務
所
）
が
「
弁
護
士
に
聞
い
て
み
よ
う

〜
法
は
ど
こ
で
生
き
る
？
〜
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。

両
名
は
法
律
の
勉
強
が
日
々
の
実
務
に
ど
の

よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
弁
護
士

と
し
て
実
際
に
担
当
し
た
具
体
的
な
事
例
な
ど

に
つ
い
て
、
詳
細
に
説
明
。
そ
れ
ら
の
事
例
に

基
づ
き
、
学
生
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

弁
護
士
の
立
場
と
な
っ
て
、法
的
解
決
方
法
や
、

和
解
す
る
場
合
の
内
容
を
話
し
合
い
、
発
表
す

る
実
践
的
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
設
け
ら
れ
、
参
加

し
た
学
生
は
法
曹
実
務
の
一
端
を
体
験
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。
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国
学
院
大
学
の
院
友
（
卒
業
生
）
が
母
校
に

集
い
、
同
級
生
ら
と
旧
交
を
温
め
る
「
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
と
、
在
学
生
の
保
証
人
（
父

母
ら
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
国
学
院
大
学
若
木

育
成
会
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
が
11
月
30
日
に

開
催
さ
れ
た
＝
写
真
上
。

◆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
、
院
友
の
家
族
ら
も
交
え
、
大
勢

の
来
場
者
が
多
彩
な
催
し
を
楽
し
ん
だ
。

午
前
は
針
本
正
行
学
長
と
院
友
会
の
𠮷
田
茂

穗
会
長
（
昭
41
修
・
74
神
専
攻
/
鶴
岡
八
幡
宮

宮
司
）に
よ
る
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、藤
澤
紫
・

文
学
部
教
授
が
「
浮
世
絵
で
読
み
と
く
江
戸
ラ

イ
フ
〜
蔦
屋
重
三
郎
と
浮
世
絵
の
黄
金
期
〜
」

と
題
し
て
特
別
講
演
を
行
っ
た
＝
同
中
。

午
後
に
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
野
手
チ
ー

フ
兼
打
撃
コ
ー
チ
を
務
め
る
、
仁
志
敏
久
・
本

学
客
員
教
授
と
、
同
球
団
に
所
属
す
る
本
学
院

友
の
武
内
夏
暉
投
手
（
令
6
卒
・
1
3
2
期
健

体
）
が
登
壇
し
、
和
や
か
に
ト
ー
ク
を
繰
り
広

げ
た
。

ま
た
構
内
で
は
院
友
を
歓
迎
す
る
催
し
が
多

数
開
催
さ
れ
、
恒
例
の
院
友
会
支
部
物
産
展
で

は
、
特
産
品
を
求
め
て
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル
や
有
栖
川
宮
記

念
ホ
ー
ル
で
は
、
在
学
生
や
院
友
に
よ
る
演
舞

な
ど
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
各
教
室
で
は
学
部
学

科
や
ゼ
ミ
ご
と
の
同
窓
会
や
在
学
生
に
よ
る
企

画
が
実
施
さ
れ
た
。

若
木
タ
ワ
ー
1
階
に
は
強
化
部
会
の
応
援
ブ

ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
硬
式
野
球
部
、
柔
道
部
、

陸
上
競
技
部
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
展
示
。
箱
根
駅

伝
で
実
際
に
使
用
す
る
の
ぼ
り
に
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
き
込
む
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
来

場
者
か
ら
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
。

◆
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
は
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー

ザ
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
父
母
ら
が
そ
れ
ぞ

れ
自
由
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
見
学
。
博
物
館
で

同
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
企
画
展
「
中
世
日

本
の
神
々
―
物
語
・
姿
・
秘
説
―
」
を
見
学
し

た
り
、
学
食
で
昼
食
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
姿
も

見
ら
れ
た
。
就
職
や
留
学
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
も
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
冒
頭
の

全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
太
田
直
之
・
同

キ
ャ
ン
パ
ス
長
（
人
間
開
発
学
部
長
・
教
授
）

が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
長
に
触
れ
な
が
ら
、「
学
生

が
日
ご
ろ
ど
の
よ
う
な
環
境
で
学
ん
で
い
る
の

か
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
＝
同
下
。
続
い
て
職
員
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
図
書
館
の
学
修
支
援
に

関
わ
る
取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
は
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
学
部
の
説
明
会
や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
さ

ら
に
は
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
た
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
企
画
の
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
わ

れ
、
い
ず
れ
も
多
く
の
父
母
が
参
加
し
た
。
こ

の
ほ
か
、学
生
と
同
じ
学
び
の
場
を
巡
る
な
ど
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
日
常
を
体
験
し
た
。

ホームカミングデー＆
�若木育成会キャンパス見学会を開催

大学からのお知らせ
内内容 講講師 日日にち 時時間 場場所 対対象 定定員 料料金 申申し込み 問問い合わせ

…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生インフォダイジェスト

日 時 立入制限区域など

1月16日㈮
入学試験準備日

終日 若木会館、百周年記念館（地下2階、4階）
16時10分以降 130周年記念5号館
17時50分以降 120周年記念2号館
19時30分以降 120周年記念1号館

21時以降 3号館、総合学修館（6号館）
1月17日㈯・18日㈰

入学試験当日 終日 120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、総合学修館（6号館）、若木会
館、百周年記念館（地下2階、4階）、若木タワー、学術メディアセンター

※1月16日㈮17時から18日㈰まで国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖。

日 時 立入制限区域など

A
日
程

1月31日㈯
入学試験準備日 14時以降

1・2・3・5号館、Sports Square1・3、若木21

2月1日㈰
入学試験準備日 終日

2月2日㈪～4日㈬
入学試験当日 終日

B
日
程

2月28日㈯
入学試験準備日 14時以降

3月1日㈰
入学試験準備日 終日

3月2日㈪
入学試験当日 終日

❖大学入学共通テスト

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

日 時 立入制限区域など

A
日
程

1月30日㈮
入学試験準備日 終日 120周年記念1・2号館、130周年記念5号館、若木会館、百周年記念館（地下2階、4階）

1月31日㈯
入学試験準備日

終日 120周年記念1・2号館、130周年記念5号館、若木会館、百周年記念館（地下2階、4階）
15時以降 ３号館
17時以降 総合学修館（６号館）

18時10分以降 学術メディアセンター（博物館を除く）
2月1日㈰

入学試験準備日 終日 120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、総合学修館（6号館）、若木会館、
百周年記念館（地下2階、4階）、若木タワー、学術メディアセンター（博物館を除く）

2月2日㈪～4日㈬
入学試験当日 終日 120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、総合学修館（6号館）、若木会館、

百周年記念館（地下2階、4階）、若木タワー、学術メディアセンター（博物館を含む）

B
日
程

2月27日㈮
入学試験準備日 終日 120周年記念1・2号館、130周年記念5号館、若木会館、百周年記念館（地下2階、4階）

2月28日㈯
入学試験準備日

終日 120周年記念1・2号館、130周年記念5号館、若木会館、百周年記念館（地下2階、4階）
15時以降 ３号館
17時以降 総合学修館（６号館）

18時10分以降 学術メディアセンター（博物館を除く）
3月1日㈰

入学試験準備日 終日 120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、総合学修館（6号館）、若木会館、
百周年記念館（地下2階、4階）、若木タワー、学術メディアセンター（博物館を除く）

3月2日㈪
入学試験当日 終日 120周年記念1・2号館、3号館、130周年記念5号館、総合学修館（6号館）、若木会館、

百周年記念館（地下2階、4階）、若木タワー、学術メディアセンター（博物館を含む）
※1月31日㈯17時～2月4日㈬、2月28日㈯17時～3月2日㈪は国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖。
※博物館の開館日は、博物館HPをご確認ください。

❖本学一般選抜入学試験

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

年末年始の事務休止
内 �12月24日㈬から令和8年1月6日㈫まで、渋谷・たま

プラーザの全事務室は閉室となります。同期間中は、
学内の証明書自動発行機の利用もできません。授業
開始は1月7日㈬です。

災害で被害に遭われた皆さまへ
内 �令和7年11月18日に発生した大分市佐賀関の大規

模火災や12月8日の青森県東方沖を震源とする地震
などに伴う災害で、災害救助法が適用された地域に
主たる家計支持者が居住し、家計の急変で今後の学
業生活に支障をきたすおそれのある学生は、保証人

（父母等）と相談のうえ下記の大学各窓口までご相談
ください。適用対象地域は本学HPや内閣府防災HP
でご確認ください。

問▶学生生活課（☎03・5466・0145）
　▶たまプラーザ事務課（☎045・904・7714）
　▶大学院事務課（☎03・5466・0142）

令和8年度大学院春季入学試験
内 �国学院大学大学院博士前期課程および

同後期課程では、令和8年度春季入学試
験を実施します。日程等の詳細は本学
HP（二次元コード）からご確認くださ
い。

問大学院事務課（☎03・5466・0142）

大学入学試験に伴う入校制限
内 �令和8年度大学入学共通テストおよび本学一般選抜

入学試験実施のため、会場となるキャンパスへの入
校を右表の通りに制限します。なお、該当期間は課
外活動を行うことができません。
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「
人
間
の
学
が
知
の
乾
き
を
潤
す
」

国
学
院
大
学
が
蓄
積
し
醸
成
し
て
き
た
知
恵
を

多
彩
な
ス
タ
イ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
学
院
大
学
メ
デ
ィ
ア

近
年
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

臨
床
心
理
学
の
知
見
を
ベ
ー
ス
に
し
た
学
修
相
談
や

心
理
相
談
で
す
。
こ
れ
は
主
に
本
学
の
学
生
を
対
象

と
し
て
い
て
、「
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
起
点
に
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
学

外
で
も
、
た
と
え
ば
ゲ
ー
マ
ー
の
人
た
ち
の
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
に
か
ん
し
て
イ
ベ
ン
ト
で
ブ
ー
ス
を
出
し
て

み
た
り
、
V
t
u
b
e
r
を
は
じ
め
と
し
た
ゲ
ー
ム

実
況
者
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
考
え
は

じ
め
て
い
た
り
と
、
す
こ
し
ず
つ
活
動
の
輪
を
広
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
詳
細
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後

編
で
お
伝
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
実

践
に
至
る
ま
で
に
何
を
考
え
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
は
お
話
し
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
床

心
理
学
が
私
た
ち
の
日
常
と
と
て
も
近
い
学
問
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
と
。

大
学
に
入
学
し
た
当
初
は
、
か
つ
て
教
わ
っ
た
恩

師
が
素
晴
ら
し
い
方
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
中
学
校
の
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
考
え
が
変
わ
っ
て
い
っ

て
、
教
員
の
先
生
方
へ
の
尊
敬
の
念
は
そ
の
ま
ま
抱

き
つ
つ
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
て
い
る
困
り

ご
と
や
そ
の
背
景
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
…
…
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

教
員
の
方
々
が
大
変
多
忙
な
の
は
多
く
の
人
が
ご

存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
日
々
の
な
か
、
ど
う
し

て
も
対
応
が
と
り
づ
ら
い
生
徒
個
々
の
状
況
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
自
分
が
何
か
寄
与
で
き
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
。
や
が
て
出
会
っ
た
の
が
、
臨
床
心
理
学
と
い

う
分
野
で
し
た
。

た
と
え
ば
臨
床
心
理
学
に
お
い
て
有
名
な
概
念

に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
ン
ゲ
ル
と
い
う
精
神
科
医 

が
唱
え
た
「
生
物-

心
理-
社
会
モ
デ
ル
（bio -

psycho -social m
odel

）」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
人
が
抱
え
る
精
神
的
な
問
題
と
い
う

も
の
を
ト
ー
タ
ル
な
視
点
で
考
え
よ
う
と
い
う
モ
デ

ル
で
、
生
物
学
的
な
要
因
、
心
理
的
な
要
因
、
そ
し

て
社
会
的
な
要
因
に
分
け
つ
つ
そ
の
相
互
関
係
の
な

か
で
、
多
面
的
・
包
括
的
に
捉
え
て
い
く
、
と
い
う

も
の
で
す
。

私
が
当
初
教
育
の
現
場
を
志
し
、
そ
の
過
程
で
だ

ん
だ
ん
と
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
一
人
ひ

と
り
と
向
き
合
う
こ
と
を
め
ぐ
る
課
題
と
い
う
も
の

に
、
臨
床
心
理
学
を
通
じ
て
な
ら
、
う
ま
く
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
教
員
と
は
ま
た
違

っ
た
方
法
で
、
生
徒
た
ち
の
こ
と
を
密
接
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
予
感
を
抱
き
ま

し
た
。

こ
こ
ま
で
度
々
実
践
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
れ
も
や
は
り
臨
床
心
理
学
の
分
野
で

重
要
な
概
念
と
さ
れ
て
い
る
、「
科
学
者-

実
践
家
モ

デ
ル
（scientist -practitioner m

odel

）」
な
い

し
そ
の
修
正
版
で
あ
る
「
実
践
家-

研
究
者
モ
デ
ル

（practitioner -scholar m
odel

）」
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。

ご
く
大
雑
把
に
説
明
し
ま
す
と
、
実
践
で
わ
か
っ

た
こ
と
や
問
題
意
識
を
研
究
に
つ
な
げ
、
そ
し
て
研

究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
現
場
に
還
元
し
て
い

く
─
─
こ
の
循
環
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う

モ
デ
ル
で
す
。
自
分
の
勘
の
み
に
基
づ
い
た
実
践
は

危
な
っ
か
し
い
し
、
実
践
か
ら
離
れ
て
研
究
だ
け
し

て
い
て
も
な
か
な
か
役
に
は
立
た
な
い
。
や
は
り
そ

の
双
方
を
循
環
さ
せ
る
の
が
重
要
な
の
だ
と
自
分
の

指
導
教
授
の
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
自
分
も

そ
の
通
り
だ
と
思
い
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
研
鑽
を
積

ん
で
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
が
、
後
に
加

筆
・
修
正
の
う
え
『
仕
事
か
ら
の
切
り
替
え
困
難
に

対
す
る
心
理
的
支
援　
持
続
可
能
な
働
き
方
の
実
現

の
た
め
に
』（
東
京
大
学
出
版
会
、2
0
2
3
年
）
と

い
う
書
籍
に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
博
士
論
文
で

し
た
。
実
際
に
働
い
て
い
る
方
々
か
ら
提
供
い
た
だ

い
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
な
が
ら
、
そ
の
困
り
ご
と
を

で
き
る
だ
け
事
前
に
〝
予
防
〟
す
る
方
法
を
探
る
研

究
で
す
。

こ
の
〝
予
防
〟
と
い
う
観
点
は
、
現
在
本
学
で
取

り
組
ん
で
い
る
学
修
相
談
や
心
理
相
談
な
ど
に
直
結

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
編
で
は
、
こ
う

し
た
近
年
の
取
り
組
み
の
こ
と
も
合
わ
せ
て
お
話
し

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

全編はこちらから 

前編後編

うちむら・やすし
博士（教育学）。専門は大学教育および産業・組織心理学。臨床心理士、
公認心理師。東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース博士課程
修了後、令和５年より現職。本学の合理的配慮や全学的な学修支援に
携わっている。著書に『仕事からの切り替え困難に対する心理的支援』

（東京大学出版会、2023年）がある。

研

聞
に

く

者究
臨床心理学をもっと身近に

と

をつなぐ まなざし

支援 予防

ー前編ー

教育開発推進機構・内村慶士助教

学校の先生とは違った方法で一人ひとりと向き合いサポートできるのではと予感

こ
う
し
た
臨
床
心
理
学
の
知
見
や
技
術
に
基
づ
い

て
実
践
に
移
し
て
い
く
、
臨
床
心
理
士
と
い
う
専
門

家
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
私
が
臨
床
心
理
学
の
道
に

進
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
や
は
り

こ
う
し
た
現
場
で
の
実
践
に
直
結
し
た
分
野
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
の
仕
方
が
存
在
し

ま
す
。
相
談
に
来
た
人
の
悩
み
や
困
り
ご
と
に
耳
を

傾
け
て
、
一
緒
に
そ
の
問
題
が
な
く
な
る
よ
う
な
解

決
策
を
探
っ
て
い
く
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
問
題
を

問
題
と
し
て
認
識
し
な
く
な
る
よ
う
な
方
法
を
探
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
題
を
問
題
と
し
て
認
識
し
な
く
な
る
、
と
い
う

と
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
そ
の
人
が
認
識
し
た

こ
と
に
よ
っ
て「
問
題
」が
そ
こ
に
成
立
し
て
い
る
、

と
い
う
考
え
方
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
す
。つ
ま
り
、

別
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
そ
れ
は
「
問
題
」
で
は
な
く

な
る
、
問
題
と
さ
れ
る
状
況
は
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど

も
そ
こ
に
「
問
題
」
は
成
立
し
な
く
な
る
、
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
専
門
的
に
は
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・

ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

具
体
的
に
い
え
ば
、教
室
で
自
分
が
周
り
か
ら〝
浮

い
て
い
る
〟
と
感
じ
て
い
る
人
が
い
て
、
な
ん
と
か

馴
染
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
苦
し
ん
で
い
る
と
し
ま

し
ょ
う
。
こ
こ
に
は「
問
題
」が
成
立
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
困
り
ご
と
を
当
人
が
話
し
、
臨
床
心
理
士
が

聞
い
て
い
く
な
か
で
、
い
や
、
そ
れ
は
別
に
浮
い
て

い
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
自
分
が
他
人
よ
り
ち

ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
る
く
ら
い
の
ほ
う
が
い
い
の
で

は
、
と
い
う
考
え
方
に
ふ
た
り
で
至
る
こ
と
が
で
き

た
と
す
る
。
す
る
と
、
教
室
で
の
状
況
は
変
わ
っ
て

は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
あ
っ
た
「
問
題
」
は
姿

を
消
す
わ
け
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
含
ん
で
い
る
臨

床
心
理
学
の
世
界
に
、
私
は
一
気
に
惹
か
れ
、
そ
の

門
戸
を
叩
い
た
の
で
し
た
。

問題を問題として認識しなくなるような方法を探るアプローチ

困りごとを事前に〝予防〟する方法を探る研究
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短
篇
小
説
の
部

下
村
桜
子
さ
ん（
岩
手
・
大
船
渡
高
）

最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
、
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
作
品
が
誰
か
に
届
い
た
こ
と
に
大
き

な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
書
籍
に
関
わ
る
進
路
を
希
望
し
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
を
励
み

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、
先
生
方
、
応
援
し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
方
の
お
か
げ
で

こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
大
切
に
今
後
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

現
代
詩
の
部

菊
池
大
和
さ
ん（
岡
山
・
津
山
工
業
高
専
）

こ
の
度
は
最
優
秀
賞
に
選
出
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
か
自
分
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
い
ま
だ
に
実
感
が
わ
か
な
い
ほ
ど
で
す
。

短
歌
の
部

細
田
弥
生
さ
ん（
千
葉
・
成
田
国
際
高
）

私
の
作
品
を
最
優
秀
賞
と
い
う
評
価
を
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
恐
れ
多
い
な
が

ら
も
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

俳
句
の
部

奥
田
羊
歩
さ
ん（
群
馬
・
高
崎
女
子
高
）

�

こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
驚
き
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
普
段
か
ら
ご
指
導
く

だ
さ
っ
て
い
る
先
生
や
、 

こ
れ
ま
で
一
緒
に
創
作
に
励
ん
で
き
た
部
活
の
皆
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
部
活
の
後
輩
も
今
回
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
文
化
研
究
部
門（
団
体
）
静
岡・日
本
大
学
三
島
高
　
地
理・歴
史
部（
代
表
・
堤
彰
人
さ
ん
）

自
分
た
ち
が
研
究
し
た
作
品
が
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
高
賞
の
折
口
信
夫
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
光
栄
で
す
。
三
島
農
兵
節
普
及
会
の
方
や
本
校
の
校
長
先
生
な

ど
多
く
の
人
に
聞
き
取
り
を
し
、
で
き
る
限
り
正
確
で
詳
細
な
内
容
を
発
表
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
私
た
ち
の
学
校
が
ど
れ
だ
け
地
元
に
根
付
き
、
ど
の
く
ら
い
地
元
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
と
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
文
化
研
究
部
門（
個
人
）
神
田
明
玲
さ
ん（
東
京
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
）

ま
さ
か
受
賞
で
き
る
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
し
ば
ら
く
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
人
や
家
族

に
祝
っ
て
も
ら
う
う
ち
に
、
一
生
懸
命
書
い
た
論
文
が
評
価
さ
れ
た
ん
だ
と
い
う
実
感
が
湧
い
て
き

て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
私
が
研
究
し
た
「
妖
怪
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、
地
域
に
根
付
く
妖
怪

の
伝
承
を
観
光
に
活
用
す
る
と
い
う
地
域
振
興
策
で
す
。
こ
の
研
究
を
通
し
て
、
伝
承
文
化
は
ま
だ

ま
だ
輝
け
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

地
域
民
話
研
究
部
門（
団
体
）
愛
媛・松
山
北
高
　
郷
土
研
究
部（
代
表
・
安
部
大
晟
さ
ん
）

私
た
ち
松
山
北
高
等
学
校
は
、先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
４
年
連
続
受
賞
校
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

中
で
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
は
じ
め
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
不
安
で
し
た
が
、研
究
を
進
め
る
う

ち
に
、理
解
が
深
ま
り
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
き
楽
し
み
な
が
ら
活
動
で
き
ま
し
た
。
込
め
た
思
い
が
強

い
作
品
だ
っ
た
の
で
受
賞
し
た
と
先
生
か
ら
知
ら
さ
れ
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

地
域
民
話
研
究
部
門（
個
人
）
渡
邉
正
太
郎
さ
ん（
静
岡
・
富
士
高
）

３
年
連
続
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
高
校
生
活
で

の
研
究
活
動
に
心
残
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
承
文
化
の
継
承
は
、
自
分
の
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。伝
承
文
化
の
魅
力
と
し
て
は
、

史
資
料
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
、
過
去
の
人
々
の
営
み
を
垣
間
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

全
国
か
ら
応
募
総
数
1
万
５
８
９
７
点

文部科学大臣賞に
慶応義塾湘南藤沢高等部（神奈川）

折口信夫賞に日本大学三島高 地理・歴史部
第29回全国高校生創作コンテスト　第21回「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト 高

校
生
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
決
定

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
説
や
昔
話
、
行
事
、
方

言
、郷
土
料
理
と
い
っ
た「
身
近
な
地
域
社
会
」

に
目
を
向
け
、
高
校
生
に
連
綿
と
伝
わ
る
地
域

の
文
化
に
向
き
合
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
。
本
学
が
有
す
る
伝
承
文
化
に
関
す

る
資
産
に
触
れ
る
こ
と
で
研
究
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
。
21
回
目
を
迎
え
た
今

回
は
全
国
か
ら
1
1
6
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

内
訳
は
、
地
域
文
化
研
究
部
門
が
団
体
28
点
・

個
人
55
点
▼
地
域
民
話
研
究
部
門
が
団
体
4

点
・
個
人
22
点
▼
学
校
活
動
部
門
が
7
点
。

最
も
優
れ
た
研
究
に
贈
ら
れ
る
折
口
信
夫
賞

に
地
域
文
化
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優
秀
賞
の

「
三
島
の
郷
土
民
謡
農
兵
節
に
つ
い
て
」（
静

岡
・
日
本
大
学
三
島
高　
地
理
・
歴
史
部
）
が

選
ば
れ
た
ほ
か
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
が
別
表
（
敬
称
略
）
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

表
彰
式
で
は
石
川
則
夫
副
学
長
の
あ
い
さ
つ

（
代
読
）と
院
友
会
・
川
津
浩
一
常
務
理
事
代
行

事
務
局
長
の
来
賓
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
後
、
各
部

門
最
優
秀
賞
の
受
賞
者
が
研
究
内
容
を
発
表
し

た
。
表
彰
式
後
の
懇
親
会
で
は
若
木
育
成
会
・

半
田
り
え
子
会
長
の
祝
辞
が
代
読
さ
れ
た
。

佳
作
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

地
域
文
化
研
究
部
門（
団
体
）

【
佳
作
】「
み
の
か
も
定
住
自
立
圏
・
高
校
生

聞
き
書
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
2
5
」（
岐
阜
・

関
高　
地
域
研
究
部
・
文
芸
部
）
▼
「
諏
訪
地

域
の
社
と
小
宮
祭
‒
地
域
の
御
柱
‒
（
Ⅱ
）」

（
長
野
・
諏
訪
清
陵
高　

課
題
研
究
41
班
）
▼

「
妖
怪
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
～
妖
怪
に
つ

い
て
の
現
地
調
査
に
取
り
組
ん
で
～
」（
徳
島
・

池
田
高　
妖
怪
文
化
班
）

地
域
文
化
研
究
部
門（
個
人
）

【
佳
作
】「
地
元
の
祭
り
と
ま
ち
づ
く
り
の
関

連
性
～
新
湊
の
獅
子
舞
が
直
面
す
る
伝
承
の
危

機
～
」
境
蓮
來
威
（
富
山
・
新
湊
高
３
年
）
▼

「
弦
楽
合
奏
に
よ
る
防
災
て
ん
で
ん
こ
開
発
を

目
指
し
て
‒
ア
イ
ヌ
民
族
の
歌
と
踊
り
に
見
る

自
然
現
象
表
現
の
応
用
的
試
み
‒
」
横
内
敬
子

（
東
京
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
高
1
年
）▼

「
甲
山
廿
日
え
び
す
の
謎
‒
開
催
時
期
の
視
点

か
ら
‒
」
重
宗
汰
朗
（
広
島
・
世
羅
高
3
年
）

地
域
民
話
研
究
部
門（
団
体
）

【
佳
作
】「
和
歌
山
県
田
辺
市
龍
神
村
に
伝
わ

る
ゴ
ウ
ラ
の
民
話
が
で
き
た
背
景
と
類
似
の
民

話
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
。」（
和
歌
山
・
田

辺
高　
古
久
保
と
竹
中
）

地
域
民
話
研
究
部
門（
個
人
）

【
佳
作
】「
川
内
川
流
域
に
お
け
る
神
話
と
史

実
の
関
係
に
つ
い
て
」
尾
堂
美
詞
（
鹿
児
島
・

鹿
児
島
高
1
年
）
▼
「「
夜
刀
神
」
‒
角
を
持
っ

た
蛇
の
伝
説
‒
」
立
田
裕
実
子
（
茨
城
・
水
城

高
2
年
）
▼
「
妖
怪
伝
承
が
後
世
に
ま
で
伝
わ

っ
て
い
る
の
は
何
故
か
」
吉
岡
大
翔
（
東
京
・

佼
成
学
園
高
2
年
）

【
審
査
員
＝
敬
称
略
】小
川
直
之（
本
学
名
誉

教
授
）
▼
大
石
泰
夫
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▼

八
木
橋
伸
浩
（
玉
川
大
学
名
誉
教
授
）
▼
伊
藤

龍
平
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▼
飯
倉
義
之
（
本

学
文
学
部
教
授
）
▼
高
橋
大
助
（
本
学
文
学
部

教
授
）
▼
服
部
比
呂
美
（
本
学
文
学
部
教
授
）

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
創
作
活

動
を
通
じ
て
文
章
を
書
く
喜
び
、
も
の
を
作
り

出
す
苦
し
さ
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
と
し
て
表

現
す
る
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
美
し
い
日
本

語
の
再
発
見
と
学
修
を
目
的
と
し
て
平
成
９

（
１
９
９
７
）年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
規

模
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
今
回
で
29
回
目
を
迎
え
、

全
国
の
高
校
生
か
ら
１
万
5
7
8
1
点
の
応
募

が
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
短
篇
小
説
の
部
7
８
２

点
▼
現
代
詩
の
部
１
０
０
７
点
▼
短
歌
の
部
５

７
０
５
点
▼
俳
句
の
部
８
２
８
７
点
。

審
査
の
結
果
、
文
部
科
学
大
臣
賞
に
慶
応
義

塾
湘
南
藤
沢
高
等
部
（
神
奈
川
）、特
別
学
校
賞

に
千
葉
県
安
房
西
高
（
千
葉
）
が
選
ば
れ
、
短

篇
小
説
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
下
村
桜

子
さ
ん
（
岩
手
・
大
船
渡
高
2
年
）
の
「
潮
の

香
る
ベ
ン
チ
で
水
平
線
を
書
く
」
を
は
じ
め
各

部
門
の
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
も
別
表（
敬
称
略
）

の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

表
彰
式
で
は
石
川
則
夫
副
学
長
の
あ
い
さ
つ

が
代
読
さ
れ
、
院
友
会
・
川
津
浩
一
常
務
理
事

代
行
事
務
局
長
が
来
賓
と
し
て
登
壇
し
、
受
賞

者
を
激
励
し
た
。
ま
た
、
審
査
員
か
ら
部
門
ご

と
に
講
評
が
伝
え
ら
れ
た
。
表
彰
式
後
に
行
わ

れ
た
懇
親
会
で
は
若
木
育
成
会
・
半
田
り
え
子

会
長
の
祝
辞
が
代
読
さ
れ
た
。

佳
作
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

短
篇
小
説
の
部

【
佳
作
】「
な
く
し
も
の
郵
便
局
」
森
妃
菜
香

（
愛
媛
・
松
山
北
高
２
年
）▼「
子
午
線
の
向
こ

う
へ
」
杉
田
遥
香
（
愛
知
・
光
ヶ
丘
女
子
高
2

年
）
▼
「
五
文
字
の
願
い
事
」
橋
口
花
乃
（
愛

媛
・
今
治
東
中
等
教
育
学
校
5
年
）▼「
捕
食
」

横
山
公
輝
（
奈
良
・
奈
良
県
立
大
学
附
属
高
2

年
）
▼
「
あ
り
が
と
う
の
コ
ト
コ
ト
煮
」
牛
尼

真
大
（
神
奈
川
・
慶
応
義
塾
湘
南
藤
沢
高
等
部

3
年
）

現
代
詩
の
部

【
佳
作
】「
風
」
花
井
梓
里
（
東
京
・
女
子
学

院
高
3
年
）▼「
公
園
」田
川
怜
奈（
神
奈
川
・

慶
応
義
塾
湘
南
藤
沢
高
等
部
3
年
）
▼
「
足
」

山
口
莉
緒（
広
島
・
A
I
C
J
高
3
年
）▼「
餅

扶
養
」山
中
天（
大
阪
・
枚
方
な
ぎ
さ
高
3
年
）

▼
「
空
を
掴
む
巨
鳥
」
牛
尼
真
大
（
神
奈
川
・

慶
応
義
塾
湘
南
藤
沢
高
等
部
3
年
）

短
歌
の
部

【
佳
作
】安
田
悠
月（
福
岡
・
西
日
本
短
期
大

学
附
属
高
3
年
）
▼
藤
咲
良
輔
（
茨
城
・
常
総

学
院
高
2
年
）
▼
長
南
結
斗
（
宮
城
・
仙
台
第

三
高
1
年
）
▼
金
子
実
央
（
千
葉
・
千
葉
敬
愛

高
2
年
）
▼
大
久
保
颯
眞
（
高
知
・
高
知
高
2

年
）俳

句
の
部

【
佳
作
】
古
角
涼
真
（
愛
媛
・
松
山
東
高
3

年
）
▼
植
村
千
裕
（
京
都
・
東
宇
治
高
3
年
）

▼
柴
田
風
歌
（
静
岡
・
静
岡
商
業
高
2
年
）
▼

松
本
雛
（
埼
玉
・
本
庄
第
一
高
3
年
）
▼
竿
本

啓
晴
（
和
歌
山
・
智
弁
学
園
和
歌
山
高
3
年
）

【
審
査
員
＝
敬
称
略
】

中
村
航
（
作
家
）
▼
井
上
孝
雄
（
東
京
都
立

高
教
諭
）
▼
水
無
田
気
流
（
詩
人
・
本
学
経
済

学
部
教
授
）
▼
田
中
章
義
（
歌
人
）
▼
堀
本
裕

樹
（
俳
人
）
▼
村
田
勝
利
（
高
校
生
新
聞
社
代

表
取
締
役
社
長
）

　
国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
高
校
生
新
聞
社
）
に
よ
る
第
29
回
全

国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院

友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
全
国
高
等
学
校

長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
と
、
第

21
回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成

会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学

省
・
農
林
水
産
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
の
入
賞
作
品

が
決
ま
り
、
12
月
7
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
両
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
全
国
の
高
校
生
か
ら
合
わ
せ
て
1
万
５
８
９
７
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
た
。

※
両
コ
ン
テ
ス
ト
の
各
部
門
の
最
優
秀
作
品
は
本
紙
令
和
８
年
２
月
号
に
掲
載
予
定

折口信夫賞
「三島の郷土民謡農兵節について」（静岡・日本大学三島高　地理・歴史部）

地域文化研究部門
団　体

最優秀賞 「三島の郷土民謡農兵節について」（静岡・日本大学三島高　地理・歴史部）

優秀賞

「心を一つに！ 聖なる首里クェーナの魅力」
（沖縄・沖縄尚学高　地域研究部　梨梨ガールズ）
「釜の蓋まんじゅうに関する考察〜「渡辺清絵日記」から見る地域の伝
統文化〜」（栃木・矢板東高　リベラルアーツ同好会）

個　人

最優秀賞 「妖怪ツーリズムは近年どのように変化したのか　妖怪による近年の地
域創生を追う」神田明玲（東京・渋谷教育学園渋谷高2年）

優秀賞

「和紙文化を未来へ繋ぐ　伝統と変容の調和」
河本有真音（岡山・山陽学園高2年）

「伝統舞踊の継承の難しさ〜国場ウズンビーラを例にして〜」
與那原弘督（沖縄・沖縄尚学高2年）

地域民話研究部門
団　体

最優秀賞 「河野氏関連の伝承調査〜衛門三郎伝承と御面雨乞い〜」
（愛媛・松山北高　郷土研究部）

優秀賞 「和泉地区発・青葉の笛をつなぐ3〜義平と おみつ 乱世に咲いた恋〜」
（福井・大野高　JRC「結」）

個　人
最優秀賞 「室伏半蔵伝承からみる社会事業と日蓮宗」渡邉正太郎（静岡・富士高3年）

学校活動部門

優秀賞

「地元に伝わる『鹿島の金貸水神伝説』の絵本製作・普及活動」
（静岡・浜名高　史学部）
「八郎様・石祠・文化六年〜源為朝を巡る歴史の矢を放つ試み〜」
（福岡・朝倉高　史学部）
「伊勢崎めいせん学」（群馬・伊勢崎高　家庭クラブ「伊勢崎めいせん学」）

「入賞作品集」を制作中
今回のコンテスト入賞作品を掲載した「全国高校生創

作コンテスト入賞作品集」「『地域の伝承文化に学ぶ』コ
ンテスト入賞作品集」を来年2月下旬に刊行の予定です。
両作品集は2部まで（1名につき）、無料配布いたします。
発送をご希望の場合は、希望部数と送付先を下記までご
連絡ください。
問高校生新聞社コンテスト事務局
　（☎042・724・2750）

高校生向けコンテスト

文部科学大臣賞
慶応義塾湘南藤沢高等部（神奈川）

特別学校賞
千葉県安房西高（千葉）

短篇小説の部
最優秀賞 「潮の香るベンチで水平線を書く」下村桜子（岩手・大船渡高2年）

優秀賞
「地方争生」千葉蒼大（神奈川・慶応義塾湘南藤沢高等部3年）
「路傍の人」落合咲奈（東京・トキワ松学園高2年）

現代詩の部
最優秀賞 「大欠伸」菊池大和（岡山・津山工業高専3年）

優秀賞
「ボトルメール」豊島穂南（愛知・時習館高3年）
「水槽のはなし」鈴木愛音（東京・国際基督教大学高3年）

短歌の部
最優秀賞 細田弥生（千葉・成田国際高3年）

優秀賞
浅井睦（埼玉・大宮高1年）
岩本果穏（北海道・札幌視覚支援学校3年）

俳句の部
最優秀賞 奥田羊歩（群馬・高崎女子高3年）

優秀賞
武藤理央（群馬・高崎女子高2年）
冨田輝（愛知・名古屋高1年）

最 優 秀 賞 受 賞 者  喜 び の 声 ●
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

【
主
催
者
あ
い
さ
つ
】�

石
川
則
夫
副
学
長

自
己
表
現
へ
の
思
い
を
自
ら
の
言
葉
で
日
本
文

学
の
様
式
に
組
み
込
む
努
力
は
大
変
貴
重
だ
。

学
び
に
お
い
て
知
り
得
た
文
学
表
現
の
諸
形
式

を
自
ら
の
表
現
と
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
創
作

表
現
と
い
う
行
為
は
、
実
に
有
意
義
な
経
験
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
今
後
も
さ
ら
に
自
身
の
言
葉
を
磨

き
上
げ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
祝
辞
】�

若
木
育
成
会
・
半
田
り
え
子
会
長

文
学
に
よ
る
自
己
表
現
は
、
推す

い

敲こ
う

を
重
ね
な
が

ら
文
字
通
り
「
創
作
」
し
言
葉
を
紡
い
で
い
く
苦

悩
の
中
に
も
、
心
地
良
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
を
一
つ
の
契
機
と
し
て

〝
創
作
の
翼
〟
が
よ
り
大
き
く
、
力
強
く
は
ば
た

き
、
今
後
も
魅
力
的
な
作
品
を
生
み
だ
す
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

【
祝
辞
】

�

院
友
会
・
川
津
浩
一
常
務
理
事
代
行
事
務
局
長

受
賞
作
は
多
様
な
出
来
事
を
独
自
の
視
点
で
捉

え
、
豊
か
な
感
性
や
想
像
力
、
家
族
や
友
人
へ
の

思
い
を
見
事
に
表
現
し
て
い
た
。
今
回
の
受
賞
を

新
た
な
物
語
の
始
ま
り
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
感

性
と
表
現
を
大
切
に
育
ん
で
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

●
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト

【
主
催
者
あ
い
さ
つ
】�

石
川
則
夫
副
学
長

文
化
と
は
、
一
人
一
人
の
生
活
様
式
や
暮
ら
し

方
そ
の
も
の
。
我
が
国
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
多

様
な
暮
ら
し
に
つ
い
て
調
査
研
究
が
積
み
重
な
る

こ
と
で
、
日
本
文
化
の
姿
が
見
え
て
く
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
を
契
機
と
し
て
、
伝

承
文
化
の
広
が
り
と
そ
の
意
義
を
現
代
社
会
や
海

外
へ
広
く
発
信
し
続
け
て
ほ
し
い
。

【
祝
辞
】�

若
木
育
成
会
・
半
田
り
え
子
会
長

地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
の
課

題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
研
究
調
査
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
成
果
が
源
泉
と
な
り
、
地

域
活
性
化
や
魅
力
度
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
祝
辞
】

�

院
友
会
・
川
津
浩
一
常
務
理
事
代
行
事
務
局
長

作
品
は
受
賞
者
が
住
む
地
域
に
伝
わ
る
風
習
・

民
話
な
ど
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
伝
統
や
文
化
を

大
切
に
思
う
気
持
ち
や
、
そ
れ
ら
を
次
世
代
へ
継

承
し
よ
う
と
す
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
感
じ
ら
れ

た
。
今
回
の
受
賞
を
新
た
な
始
ま
り
と
し
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
、
そ
し
て
日
本
の
伝
統
文
化
を
大

切
に
守
り
続
け
て
ほ
し
い
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
・
祝
辞（
要
旨
）
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大手町

鶴見
中継所

１区

２区

３区
４区

５区

６区

７区

８区

９区

10区

戸塚
中継所

平塚
中継所

小田原
中継所

芦ノ湖

箱根
芦ノ湖

令和8（2026）年1月2、3日に開催される第102
回東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）に出場
する全21チームのエントリー選手が12月10日、関
東学生陸上競技連盟から発表された。国学院大学陸
上競技部のエントリー選手16人とその大会への意
気込みを紹介する。

陸上競技部

箱根駅伝 エントリー選手発表

往路 1月2日（金）
（大手町→箱根芦ノ湖）

復路 1月3日（土）
（箱根芦ノ湖→大手町）

10区
鶴見　　大手町→←

JR・京浜急行品川駅前

スタート・ゴール付近：日比谷・国学院大学指定場所
●スタート　第一生命日比谷ファースト
●ゴール　　日比谷国際ビル

1区 7：50集合 8：20頃通過予定
10区 12：30集合 13：00頃通過予定

1区

9区
戸塚　　鶴見→←

京浜急行新子安駅前

2区

2区 8：45集合 9：15頃通過予定
9区 11：30集合 12：00頃通過予定

7区
小田原　　平塚→←

JR国府津駅前

4区

4区 11：15集合 11：45頃通過予定
7区 8：50集合 9：20頃通過予定

8区
平塚　　戸塚→←

県道30号 タクトホーム株式会社 藤沢店付近

3区

3区 9：55集合 10：25頃通過予定
8区 9：50集合 10：20頃通過予定

エントリー選手
上原　琉翔（健体4）
チーム目標である総合優勝

に向け、この1年間練習を積ん
できました。長い距離への対応
力も高まっており、絶対に勝ち
たいこの大舞台で、すべての力
を発揮し、勝利をつかみます。

後村　光星（健体3）
昨年の悔しさを胸に、夢の
舞台でリベンジを果たしま
す。自分と向き合い地道に練
習に取り組んだ事を自信に、
チームの流れを引き寄せる走
りで優勝に貢献します。

辻原　輝（史3）
地元・二宮を走る箱根駅
伝は憧れてきた大舞台。これ
までの悔しさを力に変え、大
舞台でも緊張しない走りで
区間賞を狙い、優勝に貢献で
きるよう全力を尽くします。

永田　智基（観まち3）
支えていただいた方々へ
の恩返しをする最高の舞台
です。故障なく練習を継続
できた強みを形にし、持て
る力を尽くしてチームにい
い流れを引き寄せます。

野中　恒亨（健体3）
箱根駅伝は最大の目標に
して、集大成を示す大舞台。
走行距離を積み上げて鍛え
たスタミナを発揮し、任さ
れた区間で区間賞を目指
し、初優勝に貢献します。

青木　瑠郁（健体4）
走るだけではない魅力があ
る箱根駅伝。副将として、個人
よりもチームの総合優勝に全
てをかけます。この1年間の練
習で培ったスタミナを発揮し、
最後の大仕事に挑みます。

嘉数　純平（健体4）
昨年の悔しさを胸に、チー
ムとともに青春をかけて積
み上げてきたこの1年。その
成果を力に変えて、任された
区間で流れを作り、チームを
悲願の優勝へ導きます。

高山　豪起（法4）
過去の悔しさを胸に、4
年間の集大成となる走りを
見せます。チームの結束力
が問われる舞台で、磨いて
きたスピード・持久力を武
器に、必ず結果を残します。

尾熊　迅斗（健体2）
昨年走れなかった箱根路

は幼いころからの夢の舞
台。走りこんだ手応えと冷
静な判断力を生かし、イン
パクトのある走りでチーム
を初優勝へ導きます。

鼻野木　悠翔（法2）
箱根駅伝は陸上を始めた
ころからの”将来の夢”。地
道に積み上げてきた練習を
力に変えて区間賞を目指
し、総合優勝に最大限貢献
します。

高石　樹（健体1）
お世話になった4年生の
ためにも、しっかりと走り
優勝を目指します。後期に
こなした練習を力に変え、
歴代記録を更新してチーム
の勝利に貢献します。

野田　顕臣（健体1）
総合優勝に貢献できるよ
うな走りで、地元に元気を
届けます。粘りの走りとい
う強みを生かして、最後ま
で走り、必ず区間賞を獲得
します。

吉田　蔵之介（経3）
昨年果たせなかった思いを
胸に、今年こそ「想いをつな
ぐ」駅伝で結果を残します。
故障なく積み重ねてきた練習
に自信を持ち、チームを優勝
に導きます。

浅野　結太（経営2）
チームの目標である初優
勝を必ず成し遂げます。こ
の1年で培ったメンタルの
強さを武器に、憧れの舞台
で区間賞を狙う走りを見せ
勝利に貢献します。

飯國　新太（法2）
全日本駅伝の悔しさを忘
れず、憧れの舞台でリベン
ジを果たします。長い距離
にも自信を持って走り、チ
ームに流れを呼び込みま
す。

岡村　享一（経営2）
当日変更となった昨年の

悔しさを胸に、今年こそ夢の
舞台でリベンジします。安定
した練習を力に変え、流れを
変えるゲームチェンジャー
としての役割を担います。

主　将

箱根駅伝の観戦・応援にあたっては、大会主催者が要望する次の「お願い」をご確認の上、
順守してください。最新の内容は主催者HPでご確認ください（二次元コード）。

以下の行為が確認された場合、以後の応援活動が全面的に禁止されるほか、次回以降の大会参加において応
援活動が制限される場合があります。
⃝�スタート地点、フィニッシュ地点、日本橋橋上、日本橋北詰交差点、京橋交差点付近、中継所の前後100m 
以内での校旗、部旗、大学名あるいは校章などを表示する横幕、小旗、のぼり等を掲出した場合。
⃝�沿道の公共物である電柱やガードレール、フェンス、街路樹等に横幕、旗、のぼり等をくくり付けた場合。
※小旗やのぼりの掲出は可能な限り控え、脚立、ラジコン・ドローン、自撮り棒は使用しないでください。

沿道での観戦・応援に関する注意事項

沿道での観戦・応援に関する禁止事項など（主催者HP・応援実施要項より抜粋）

国学院大学では現在、オンライン上
から陸上競技部のメンバーへの応援メ
ッセージを直接投稿できる「メッセー
ジ募金」（寄付）を募集しております。
クレジットカード決済によりワンコイ
ン（500円）から寄付が可能で、年間
2,000円を超える場合は税制上の優遇
措置を受けることができます。匿名で
の申し込みも可能ですので、箱根駅伝
初優勝に向けて奮闘する陸上競技部へ
のご声援よろしくお願いいたします。
※�メッセージ募金HP（二次元コード）
上の「寄付目的」欄を変更いただく
ことで陸上競技部以外
へのメッセージ募金・
寄付の申し込みも可能
となります。

問財務部経理課（☎03・5466・0115）

メッセージ募金のお願い

1面に関連記事

6区
箱根　　小田原→←

函嶺洞門

5区

5区 11：50集合 12：20頃通過予定
6区 8：20集合 8：50頃通過予定

スタート・ゴール付近：箱根・国学院大学指定場所
●スタート　あしのこ茶屋
●ゴール　　あしのこ茶屋
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